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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第９期
第１四半期
連結累計期間

第10期
第１四半期
連結累計期間

第９期

会計期間
自　平成29年１月１日
至　平成29年３月31日

自　平成30年１月１日
至　平成30年３月31日

自　平成29年１月１日
至　平成29年12月31日

売上高 （千円） 1,522,666 1,714,636 5,897,302

経常利益 （千円） 104,645 122,840 363,100

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 72,385 80,557 241,190

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 72,385 80,556 241,164

純資産額 （千円） 614,436 863,895 783,319

総資産額 （千円） 1,917,258 2,838,276 2,168,856

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 17.19 19.05 57.10

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 14.75 16.41 49.31

自己資本比率 （％） 32.0 30.4 36.0

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、平成29年12月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っておりますが、第９期の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社Ｏｒｃｈｅｓｔｒａ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ(E32601)

四半期報告書

 2/17



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、平成30年３月30日に提出した有価証

券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当社は、平成30年２月27日開催の取締役会において、当社子会社である株式会社あゆたが株式会社エス・エス・ア

ヴェニューの株式を取得することについて決議を行い、同日付けで株式売買契約を締結しました。また、平成30年４

月２日付で株式を取得したことにより子会社化いたしました。

　詳細は、「第４　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりでありま

す。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や所得環境の改善を受けて個人消費も緩やかな回復

基調を維持する一方、米国や中国における通商政策の問題などがあり、先行きに対する不安も抱えた中で推移して

まいりました。

　当社グループの主要事業領域の一つであるインターネット広告市場は、平成29年には１兆5,094億円（前年比

115.2％：株式会社電通発表）と前年に引続き伸長しており、中でも主力サービスである運用型広告市場は9,400億

円（前年比127.3％：株式会社電通発表）と大きく伸長しております。

　このような環境のもと、当社グループは、デジタルマーケティング事業においては、市場成長を着実に捉え、主

力サービスである運用型広告を中心に引き続き拡販を進めてまいりました。ライフテクノロジー事業においては、

デジタルマーケティング事業と並ぶ収益の柱に育てるべく、新規ユーザー獲得のためのプロモーション施策及び新

規タイトルのリリースに注力しました。また、前第３四半期連結会計期間より、新たにソリューション事業を開始

し、各種ゲーム、ツール系アプリ開発、その他各種WEBシステム開発等を行ってまいりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,714,636千円（前年同四半期比12.6％増）、営業利益

123,252千円（前年同四半期比17.1％増）、経常利益122,840千円（前年同四半期比17.4％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益80,557千円（前年同四半期比11.3％増）となりました。

 

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　デジタルマーケティング事業

　当事業においては、インターネット広告市場が堅調に伸長する環境のもと、主力サービスである運用型広告を

中心に、既存取引先からの受注額の増額や新規取引先の獲得が順調に推移し、取扱高が拡大しております。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は1,562,838千円（前年同四半期比7.2％増）、セグメ

ント利益（営業利益）は、234,453千円（前年同四半期比15.6％増）となりました。

 

②　ライフテクノロジー事業

　当事業においては、主力アプリである「チャットで話せる占いアプリ－ウラーラ」、恋愛相談に特化した

チャットアプリである「コイウラ」に続き、メンタルヘルス分野における相談に特化した「メンタルケアー

ズ」、ライブ配信プラットフォームである「スカウトライブ」のサービスを開始し、引き続き新規ユーザー獲得

のためのプロモーション施策を講じるとともに、収益拡大に向けた取組みを推進いたしました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は91,140千円（前年同四半期比41.2％増）、セグメン

ト利益（営業利益）は、2,675千円（前年同期はセグメント損失6,063千円）となりました。

 

③　ソリューション事業

　　前第３四半期連結会計期間より新たに開始した当事業においては、各種ゲーム、ツール系アプリ開発、その他

各種WEBシステム開発等を行ってまいりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は62,012千円、セグメント利益（営業利益）は14,115

千円となりました。
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(2）財政状態の分析

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末に比べて669,419千円増加し、

2,838,276千円となりました。主な要因は、現金及び預金が685,889千円、受取手形及び売掛金が44,659千円増加し

た一方で、預け金が96,226千円減少したこと等によるものであります。

 

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べて588,843千円増加し、1,974,380

千円となりました。主な要因は、買掛金が94,994千円、借入金が560,772千円増加した一方で、未払法人税等が

42,499千円減少したこと等によるものであります。

 

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べて80,576千円増加し、863,895

千円となりました。主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が80,557千円増加し

たこと等によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,500,000

計 15,500,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成30年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,230,000 4,235,800
東京証券取引所

（マザーズ）
単元株式数100株

計 4,230,000 4,235,800 － －

（注）　提出日現在発行数には、平成30年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年１月１日～

平成30年３月31日（注）
600 4,230,000 9 183,254 9 110,509

（注）　ストックオプションの行使による増加であります。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社Ｏｒｃｈｅｓｔｒａ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ(E32601)

四半期報告書

 5/17



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　 4,228,500 42,285 －

単元未満株式 普通株式　　　　　　 900 － －

発行済株式総数 4,229,400 － －

総株主の議決権 － 42,285 －

（注）　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年１月１日から平

成30年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年１月１日から平成30年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（平成29年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年３月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 365,024 1,050,914

受取手形及び売掛金 828,760 873,420

仕掛品 1,365 3,765

繰延税金資産 9,018 745

預け金 462,854 366,628

その他 122,158 78,152

流動資産合計 1,789,182 2,373,627

固定資産   

有形固定資産 29,973 28,625

無形固定資産   

のれん 136,672 159,306

その他 25,662 29,506

無形固定資産合計 162,335 188,813

投資その他の資産 187,365 247,209

固定資産合計 379,674 464,648

資産合計 2,168,856 2,838,276

負債の部   

流動負債   

買掛金 837,875 932,869

短期借入金 150,000 720,000

1年内返済予定の長期借入金 33,248 26,021

未払法人税等 80,773 38,273

未払消費税等 120,515 76,826

賞与引当金 7,321 -

その他 147,154 173,742

流動負債合計 1,376,887 1,967,732

固定負債   

長期借入金 8,649 6,648

固定負債合計 8,649 6,648

負債合計 1,385,536 1,974,380

純資産の部   

株主資本   

資本金 183,245 183,254

資本剰余金 110,500 110,509

利益剰余金 487,950 568,507

株主資本合計 781,695 862,272

非支配株主持分 1,624 1,623

純資産合計 783,319 863,895

負債純資産合計 2,168,856 2,838,276
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年１月１日
　至　平成30年３月31日)

売上高 1,522,666 1,714,636

売上原価 1,249,427 1,367,845

売上総利益 273,238 346,791

販売費及び一般管理費 167,941 223,538

営業利益 105,297 123,252

営業外収益   

受取利息 1 1

還付加算金 - 259

その他 - 87

営業外収益合計 1 348

営業外費用   

支払利息 292 358

支払手数料 361 360

その他 - 41

営業外費用合計 653 759

経常利益 104,645 122,840

税金等調整前四半期純利益 104,645 122,840

法人税、住民税及び事業税 27,371 34,669

法人税等調整額 4,888 7,615

法人税等合計 32,260 42,284

四半期純利益 72,385 80,556

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 72,385 80,557
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年１月１日
　至　平成30年３月31日)

四半期純利益 72,385 80,556

四半期包括利益 72,385 80,556

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 72,385 80,557

非支配株主に係る四半期包括利益 － △0
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年１月１日
至　平成29年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年１月１日
至　平成30年３月31日）

減価償却費

のれんの償却額

2,513千円

350千円

4,693千円

4,365千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年３月31日）

１　配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年１月１日　至　平成30年３月31日）

１　配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年３月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

デジタル
マーケティング

事業

ライフ
テクノロジー
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 1,458,119 64,547 1,522,666 － 1,522,666

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 1,458,119 64,547 1,522,666 － 1,522,666

セグメント利益又は損失

（△）
202,852 △6,063 196,789 △91,491 105,297

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△91,491千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年１月１日　至　平成30年３月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損
益

計算書計上額
（注）２

 

デジタル
マーケティン

グ
事業

ライフ
テクノロジー
事業

ソリューショ
ン事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,562,838 91,140 60,657 1,714,636 - 1,714,636

セグメント間の内部売

上高又は振替高
- - 1,355 1,355 △1,355 -

計 1,562,838 91,140 62,012 1,715,991 △1,355 1,714,636

セグメント利益 234,453 2,675 14,115 251,244 △127,992 123,252

（注）１．セグメント利益の調整額△127,992千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

 

３　報告セグメントの変更等に関する事項

　　前第３四半期連結会計期間より、株式取得した株式会社あゆたを連結子会社として連結の範囲に含めたこ

とに伴い、報告セグメント「ソリューション事業」を新たに追加しております。

　　これにより、当社グループの報告セグメントは、「デジタルマーケティング事業」、「ライフテクノロ

ジー事業」及び「ソリューション事業」の３つの報告セグメントとなりました。

 

EDINET提出書類

株式会社Ｏｒｃｈｅｓｔｒａ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ(E32601)

四半期報告書

13/17



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年１月１日
至　平成29年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年１月１日
至　平成30年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 17円19銭 19円05銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
72,385 80,557

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
72,385 80,557

普通株式の期中平均株式数（株） 4,211,516 4,229,607

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 14円75銭 16円41銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 697,684 680,495

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）当社は、平成29年12月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、前連結会計年

　　　度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四

　　　半期純利益金額を算定しております。
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（重要な後発事象）

取得による企業結合

　当社の連結子会社である株式会社あゆたは、平成30年２月27日開催の取締役会において、以下のとおり、株式会

社エス・エス・アヴェニューの株式を取得し、子会社化することについて決議し、株式譲渡契約を締結いたしまし

た。

　また、平成30年４月２日付で株式を取得したことにより子会社化いたしました。

（１）企業結合の概要

①被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称：株式会社エス・エス・アヴェニュー

事業の内容　　　：ソフトウェア開発業

②企業結合を行った主な理由

ソリューション事業における開発体制を更に強化することで、拡大を続けるＩＴ市場における需要の

取り込みを加速させることを目的としております。

③企業結合日

平成30年４月２日

④企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

⑤結合後企業の名称

変更ありません。

⑥取得した議決権比率

100％

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

当社の連結子会社である株式会社あゆたが現金を対価として株式を取得したことによるものです。

 

（２）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
 

取得の対価 現金及び預金 665,000千円（概算）

取得原価  665,000千円（概算）

 

（３）主要な取得関連費用の内容及び金額

現時点では確定しておりません。

 

（４）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

 

（５）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年５月15日

株式会社Orchestra Holdings

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 向井　誠　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新居　幹也　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

Orchestra Holdingsの平成30年１月１日から平成30年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成30

年１月１日から平成30年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年１月１日から平成30年３月31日まで)に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Orchestra Holdings及び連結子会社の平成30年３月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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